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令和２年度予算審査特別委員会

予算総額
 139億6,581万8千円

町ＨＰ予算概要 QR

詳しい予算状況については、冊子「知っておきたい！まちの予算」をご覧ください。
この冊子は、下記施設に配置しているほか、町ＨＰにも掲載されています。

・役場新庁舎１階ロビー 　　・カルチャープラザ「Ｅｋｉ」　　・角田農村環境改善センター
・総合福祉センター「しゃるる」　　・図書館　　・南部公民館

（ 前年比　＋ 1億 4,657万 9千円 ：＋ 1.1％）　

一般会計　          86 億 3,800 万円（＋ 1 億 2,700 万円：＋ 1.5％） 
特別会計　          33 億 8,233 万円（＋           9,391 万円：＋ 2.9％）
事業会計　19 億 4,548 万 8 千円（△ 7,433 万 1 千円：△ 3.7％）
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町税
14.6％道支出金

8％

地方譲与税　1.2％
その他　0.3％地方消費税交付金　2.9％

国庫支出金
12.1％

使用料及び
手数料
2.2％

その他
1.8％

寄附金
1.2％

諸収入
2.1％

繰入金
4.2％

地方交付税　37.2％

自主財源

歳　入

依存財源
73.9％

町債
12.2％

衛生費
5％

総務費
18.9％

民生費
21.5％

農林水産業費　5.4％

議会費　0.8％

商工費・労働費　2.1％

土木費
19.9％

消防費　3.8％

公債費
14.2％

教育費　8.3％

災害復旧費・諸支出金・予備費　0.1％

歳　出

一般会計予算内訳

26.1％



実現へ

「 誰もが笑顔で、
安心して暮らすまち」

主な事業予算

●道央廃棄物処理組合による広域焼却
　　　  処理施設整備を円滑に推進します
　　　　　　　　　　　  4,566 万 2 千円

●シェアサイクルの実証実験に
　　　　　　　　　　　　取り組みます
　　　　　　　　　　　　　　　51 万円

●まちなかレストラン創出事業に
　　　　　　　　　　　　 取り組みます
　　　　　　　　　　　　 725 万 1 千円

●妊娠期の交通費など出産に係る費用を
　                                             助成します
　　　　　　　　　　　　 180 万 6 千円

●カルチャープラザに
    　　　　 非常用発電設備を整備します                                                                        

3,223 万円

●公園施設長寿命化計画を策定します　
　　　　　　　　　　　　　 　900 万円

●町営バス運行管理により交通弱者の
　　　　　　　　移動手段を確保します
　※町内のイベント開催時に臨時便を
　　　　　　　　　　　 　　　試験運行
　　　　　　　　　　　 8,070 万 3 千円
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新規事業

継続・拡充



令和２年度予算ココがきになる！ 

防災備蓄用品購入費
　　　　　　342 万 9 千円

★予算審査特別委員会の中で、議員が「きになる！」と質疑をしたものについて抜粋して紹介します。
　すべての質疑については、議会ＨＰで録画配信を行っておりますので、そちらをご覧ください。

令和２年度予算審査
録画配信 QR

三
田
議
員　

防
災
備
蓄
用
品

に
つ
い
て
、
感
染
症
対
策
の

た
め
、
マ
ス
ク
の
備
蓄
も
行

っ
て
は
い
か
が
か
。
ま
た
、

現
在
粉
ミ
ル
ク
を
購
入
・
備

蓄
し
て
い
る
が
、
ミ
ル
ク
を

作
る
と
き
に
お
湯
が
必
要
に

な
る
た
め
、
液
体
ミ
ル
ク
へ

の
切
り
替
え
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

総
務
課
主
幹　

マ
ス
ク
は
現

在
備
蓄
し
て
い
な
い
が
、
備

蓄
に
向
け
検
討
す
る
。
ま

た
、
ミ
ル
ク
は
全
国
的
に
も

液
体
の
普
及
が
進
め
ら
れ
、

町
民
か
ら
要
望
も
来
て
い
る

の
で
今
後
検
討
し
て
い
く
。

ふるさと応援寄附業務委託　
　　　　　 1,468 万 1 千円

齊
藤
議
員　

ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
業
務
外
部
委
託
料
の
内

訳
は
。

経
営
企
画
課
長　

カ
フ
ェ
＆

バ
ー
・
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
経

営
し
て
い
る
地
域
商
社
へ
、

受
付
・
電
話
対
応
・
返
礼
品

の
発
注
・
顧
客
管
理
・
寄
附

者
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
・
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
製
を
委
託
し

て
い
る
。
費
用
は
受
付
対
応

等
固
定
的
な
業
務
部
分
に
、

寄
附
額
の
２
％
を
変
動
分
と

し
て
上
乗
せ
し
、
１
年
間
分

を
計
上
。
固
定
費
に
つ
い
て

は
、
他
自
治
体
の
事
例
を
参

考
に
し
て
算
出
し
て
い
る
。

オール北海道ボールパーク
連携協議会負担金　　0 円

藤
本
議
員　

オ
ー
ル
北
海
道

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
連
携
協
議
会

に
栗
山
町
も
加
入
し
て
い
る

が
、
予
算
的
な
負
担
は
な
い

の
か
。
ま
た
、
現
状
は
。

経
営
企
画
課
長　

昨
年
７
月

に
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。

現
在
、
経
費
を
伴
う
も
の
は

な
く
、
令
和
２
年
度
も
予
算

が
な
い
中
で
の
協
議
を
想
定

し
て
い
る
。
協
議
会
内
に
４

つ
の
分
科
会
が
設
置
さ
れ
、

本
格
的
な
協
議
に
入
る
。
ま

た
、
町
単
独
と
し
て
の
取
り

組
み
も
重
要
と
考
え
て
お

り
、
広
域
の
取
組
み
と
併
せ

て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

ふるさと納税返礼品
　　　　　3,144 万 6 千円

高
齢
者
運
転
免
許

　

自
主
返
納
支
援

２
７
９
万
９
千
円

友
成
議
員　

国
よ
り
返
礼
品

の
調
達
額
を
３
割
以
内
に
収

め
る
よ
う
通
達
が
出
さ
れ
た

際
、
本
町
は
そ
の
割
合
を
超

え
て
い
た
。
現
在
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

経
営
企
画
課
長　

返
礼
品
競

争
が
過
熱
し
、
総
務
省
か
ら

返
礼
品
の
調
達
額
を
寄
附
額

の
３
割
以
下
に
す
る
こ
と
・

返
礼
品
は
地
場
産
品
に
限
る

等
の
制
約
を
受
け
た
。
本
町

は
、
全
国
一
律
の
ル
ー
ル
に

沿
っ
て
行
う
こ
と
が
妥
当
と

判
断
し
、
平
成
30
年
４
月
か

ら
送
料
を
除
く
返
礼
品
額
の

割
合
を
３
割
以
下
に
し
た
。

置
田
議
員　

高
齢
者
運
転
免

許
証
返
納
補
償
費
に
つ
い
て

具
体
的
な
内
容
は
。

住
民
保
健
課
長　

２
月
末
現

在
で
返
納
者
は
91
名
と
な
っ

て
い
る
。
令
和
２
年
度
は
、

１
０
０
名
分
を
計
上
し
て
い

る
。

佐
藤
則
男
議
員　

防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
場
所
は
。

住
民
保
健
課
長　

１
台
は
栗

山
駅
で
、
駅
前
の
交
差
点
を

写
す
。
も
う
１
台
は
オ
オ
ム

ラ
サ
キ
館
か
ら
ラ
ー
メ
ン
店

付
近
の
交
差
点
へ
向
け
、
町

道
と
国
道
の
信
号
機
が
あ
る

交
差
点
を
撮
影
す
る
予
定
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

１
３
６
万
２
千
円
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支障物件移転補償
　　　　　　　9,520 万円

佐
藤
功
議
員　

支
障
物
件
移

転
補
償
で
、
中
央
４
線
道
路

改
良
６
棟
、
双
葉
通
り
道
路

改
良
１
棟
と
あ
る
が
具
体
的

な
内
容
は
。

建
設
課
長　

中
央
４
線
は
６

棟
７
１
３
０
万
円
。
双
葉
通

り
は
１
棟
２
３
９
０
万
円
。

合
計
９
５
２
０
万
円
。
中
央

４
線
は
新
町
通
、
越
路
仏
壇

店
横
の
道
か
ら
道
道
を
横
断

し
東
へ
抜
け
る
道
路
の
拡
幅

を
予
定
。
内
訳
は
、
中
央
４

線
が
住
宅
２
棟
・
店
舗
１

棟
・
倉
庫
１
棟
・
物
置
１
棟
・

店
舗
兼
住
宅
１
棟
。
双
葉
通

り
は
店
舗
兼
住
宅
１
棟
。

栗山消防団第３分団第１部
第２号車庫新設　588 万円

藤
本
議
員　

日
出
に
あ
る
消

防
団
の
車
庫
を
継
立
へ
統
合

す
る
と
の
こ
と
だ
が
概
要

は
。

副
町
長　

日
出
の
分
団
が
継

立
に
統
合
し
、
日
出
分
遣
所

に
あ
る
処
分
車
両
１
台
を
継

立
に
移
動
す
る
た
め
の
車
庫

工
事
。
日
出
分
遣
所
に
つ
い

て
は
、
屋
根
の
部
分
に
破
損

が
あ
り
、
現
在
応
急
処
置
し

て
い
る
。
令
和
２
年
度
予
算

で
は
計
上
し
て
い
な
い
が
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
解

体
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
補
助
金
が
確
定
次
第
、

予
算
措
置
し
た
い
。

学校給食施設用修繕料
　　　　　　 30 万 8 千円

土
井
議
員　

栗
山
高
校
魅
力

づ
く
り
委
員
の
構
成
人
数
・

会
議
数
・
内
容
は
。

教
育
次
長　

委
員
は
設
置
要

綱
で
20
名
以
内
と
定
め
ら

れ
、
現
在
19
名
で
構
成
。
会

議
は
６
回
を
予
定
。
内
容
は

特
徴
・
特
色
あ
る
教
育
課
程

や
地
域
の
教
育
資
源
と
の
連

携
に
関
す
る
事
項
。
近
年
は

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

齊
藤
議
員　

給
食
セ
ン
タ
ー

の
修
繕
に
つ
い
て
、
修
繕
の

進
捗
と
残
り
の
予
定
は
。

教
育
次
長　

令
和
２
年
度
は

プ
レ
ハ
ブ
冷
凍
冷
蔵
庫
と
排

気
蒸
気
管
の
更
新
。
来
年
度

以
降
も
消
毒
保
管
庫
や
蒸
気

回
転
窯
、
ガ
ス
回
転
窯
等
の

調
理
器
具
も
順
次
更
新
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
の
た
め
、
年
次
計
画
を
立

て
て
実
施
・
予
算
化
し
て
い

る
。
現
在
、
修
繕
必
要
箇
所

全
体
の
進
捗
に
つ
い
て
は
把

握
が
難
し
い
。
優
先
順
位
を

つ
け
、
年
度
ご
と
に
更
新
し

数
年
か
か
る
見
込
み
。

藤
本
議
員　

撤
去
内
容
は
。

ま
た
、
今
後
の
管
理
は
ど
の

程
度
考
え
て
い
る
か
。

教
育
次
長　

ロ
ッ
ジ
と
リ
フ

ト
の
撤
去
を
予
定
。
階
段
部

分
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後

の
管
理
は
、
ス
キ
ー
場
全
体

の
活
用
も
含
め
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も

と
も
と
、
花
壇
が
あ
っ
た

が
、
近
年
は
夏
場
の
管
理
を

し
て
い
な
か
っ
た
。
公
園
管

理
の
一
環
と
し
て
、
遊
歩
道

部
分
の
草
刈
り
の
み
行
っ
て

い
た
。
今
後
は
、
体
育
施
設

費
の
中
で
、
活
用
を
含
め
町

全
体
で
考
え
て
い
く
。

空家等対策協議会委員報酬
　　5 人分　　12 万 4 千円

三
田
議
員　

特
定
空
家
の
現

在
の
数
は
。
ま
た
、
町
民
が

危
険
と
考
え
て
い
る
空
家
と

実
際
に
認
定
さ
れ
て
い
る
空

家
に
乖
離
が
あ
る
。
認
定
基

準
は
。

建
設
課
長　

現
在
８
件
が
特

定
空
家
と
な
っ
て
い
る
。
条

例
の
中
に
定
義
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
基
準
と
し

て
い
る
。
空
家
の
危
険
度
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
空
家
が

人
や
他
の
家
に
及
ぼ
す
危
害

と
防
犯
上
の
危
険
性
を
審
議

会
委
員
に
説
明
し
、
委
員
が

特
定
空
家
に
す
る
か
否
か
を

判
断
し
て
い
る
。

栗
高
魅
力
づ
く
り

　
　
　

委
員
謝
礼

　
　
　
　

42
万
円

鈴
木
議
員　

介
護
福
祉
学
校

地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
支
援

金
と
し
て
歳
入
が
あ
る
が
、

増
や
す
予
定
は
。

事
務
局
長　

全
額
補
助
金
で

行
う
事
業
。
Ｅ
ｋ
ｉ
で
実
施

予
定
。
令
和
２
年
度
は
３
回

程
度
行
う
。
補
助
金
を
使
う

の
は
こ
の
１
事
業
の
み
。

セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
　
　
　

支
援
金

　
　
　
　

30
万
円

スキー場撤去工事等
　　　　　　　1,078 万円
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町
長　

①
「
栗
山
町
病
院
整

備
方
針
」
決
定
に
向
け
、
病

院
改
築
費
用
の
負
担
・
協
力

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
る
と

と
も
に
財
源
確
保
を
含
め
長

期
的
な
財
政
推
計
を
行
い
、

議
員　

①
充
実
し
た
医
療
政

策
を
行
う
に
は
、
巨
額
の
資

金
や
準
備
体
制
が
必
要
で
あ

る
。
令
和
２
年
度
予
算
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
な
い
が
い
か

が
か
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
つ
い
て
の
方
針
は
。

③
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

や
関
連
事
業
に
大
幅
な
予
算

措
置
が
な
さ
れ
て
お
り
、
他

事
業
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
印

象
。
地
区
の
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
し
た
予
算
で
あ
る
か
。

④
土
木
費
・
工
事
請
負
費
は

予
算
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
他
費
用
の
予
算
は
妥
当

か
。

⑤
委
託
料
や
工
事
請
負
費
は

前
年
比
10
％
増
だ
が
、
需
用

費
や
備
品
購
入
費
は
13
％

減
。
各
公
共
施
設
運
営
等
に

支
障
は
な
い
か
。

括

疑

佐々木　学　町長 

方
向
性
が
ま
と
ま
り
次
第
議

会
へ
説
明
す
る
。

②
対
策
本
部
を
設
置
し
拡
大

防
止
対
策
を
進
め
て
い
る
。

経
済
対
策
は
、
町
内
企
業
の

要
望
を
踏
ま
え
、
町
独
自
の

経
済
対
策
を
検
討
。
今
後
の

動
向
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る

対
策
を
行
う
。

③
農
業
面
で
は
基
盤
整
備
・

担
い
手
対
策
等
継
続
的
に
実

施
し
、
南
・
中
・
北
部
地
区

に
お
け
る
各
種
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
も
総
体
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
。

④
新
町
通
り
沿
線
は
衰
退
の

一
途
。
町
と
し
て
は
、
町
の

玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
地
区

と
し
て
再
生
す
る
た
め
に
計

画
を
策
定
し
た
。
現
在
、
概

ね
計
画
通
り
に
事
業
を
進
め

て
い
る
。
全
体
予
算
の
中
で

優
先
度
を
勘
案
し
な
が
ら
予

算
計
上
し
て
い
る
。

⑤
予
算
減
は
主
に
事
業
完
了

に
伴
う
も
の
。
公
共
施
設
に

つ
い
て
は
、
財
源
確
保
を
図

り
な
が
ら
計
画
的
に
予
算
措

置
し
て
い
る
。

議
員　

医
療
は
行
政
が
一
番

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
的
病
院
だ
が
公
立
病
院
で

は
な
い
た
め
、
町
長
が
方
針

や
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
大
事

と
考
え
る
。

　

１
０
０
億
の
負
債
と
バ
ラ

ン
ス
を
と
り
財
政
を
維
持
し

な
が
ら
ど
の
よ
う
に
体
制
整

備
を
進
め
る
予
定
か
。
一
般

的
な
感
覚
と
し
て
は
、
何
か

大
き
な
買
い
物
を
す
る
際
、

今
の
負
債
を
先
に
払
っ
て
お

く
、貯
金
を
す
る
、サ
ラ
リ
ー

は
増
え
た
か
と
慎
重
に
な

る
。
財
源
や
予
算
措
置
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
年

度
予
算
に
は
盛
り
込
ま
れ
て

い
な
い
が
、
次
年
度
以
降
、

何
年
で
ど
の
程
度
措
置
す
る

予
定
な
の
か
。

医
療
体
制
整
備
へ

　

積
立
等
必
要
で
は       

新
型
コ
ロ
ナ

　

ウ
イ
ル
ス
対
策
は       

町
長　

協
議
前
な
の
で
想
定

の
話
だ
が
、
ま
ず
は
病
院
の

起
債
償
還
30
年
間
の
財
政
推

計
・
試
算
を
行
い
、
６
月
に

議
員　

農
業
へ
の
影
響
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

か
。
与
え
る
影
響
と
対
策
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

感
染
し
た
疑
惑
が
あ
っ
た
場

合
の
搬
送
体
制
や
医
療
体
制

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

町
長　

国
の
融
資
制
度
に
対

す
る
上
乗
せ
を
す
る
利
子
補

給
・
保
証
料
の
補
給
を
予
定

し
て
い
る
。
商
工
会
議
所
で

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
要
望

が
多
か
っ
た
も
の
。
こ
れ
は

当
面
の
経
済
対
策
の
第
一

弾
。
今
後
、
国
の
方
で
も
追

は
財
源
の
見
通
し
も
含
め
た

答
申
を
出
す
予
定
。
方
針
決

定
後
、
役
場
組
織
で
準
備
室

を
設
置
し
具
体
的
に
進
め

る
。
令
和
３
～
４
年
に
基
本

設
計
、
５
年
に
実
施
設
計
、

６
年
に
着
工
、
８
年
に
新
し

い
病
院
が
開
院
す
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
て
い
る
。

くりやまぎかいだより№ 163 6

公約は整理し、
現実路線の計画策定する



質

総

齊藤　義崇　議員 

計画実行は重要だが、
時代に応じた英断を

都
市
再
生
整
備
事
業       

加
の
対
策
が
示
さ
れ
る
予

定
。
農
業
関
係
含
め
、
国
の

動
向
を
見
な
が
ら
重
複
し
な

い
よ
う
な
独
自
支
援
を
今
後

も
考
え
て
い
く
。

　

疑
い
が
あ
れ
ば
、
保
健
所

へ
連
絡
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
疑
い
の
あ
る
方
が
来

院
し
た
際
は
、
受
付
で
発
熱

の
有
無
や
症
状
を
聞
き
取
り

後
、
救
急
外
来
の
方
に
回
し

て
分
離
を
図
る
。
診
察
し
、

感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
病

院
か
ら
保
健
所
に
連
絡
し
指

示
を
仰
ぐ
。
重
篤
な
方
は
消

防
と
連
携
を
と
り
、
防
護
服

を
着
て
救
急
搬
送
。

議
員　

都
市
再
生
整
備
事
業

に
大
幅
な
措
置
が
さ
れ
て
い

る
。
北
部
に
７
～
８
割
の
人

口
が
集
中
し
て
い
る
と
推
計

し
、
中
部
に
１
５
０
０
人
。

南
部
に
１
４
０
０
人
。
合
わ

せ
て
１
０
０
０
世
帯
強
と
考

え
て
い
る
。
南
部
か
ら
北
部

を
見
て
い
る
と
、
買
い
物
を

す
る
と
こ
ろ
が
欲
し
い
。
中

町
長　

本
来
で
あ
れ
ば
バ
ラ

ン
ス
に
配
慮
し
た
予
算
編
成

が
必
要
だ
が
財
政
状
況
が
厳

し
い
。
中
部
・
南
部
と
も
歴

史
的
な
経
過
や
広
域
的
な
街

の
中
心
と
な
っ
て
い
く
。

　

分
散
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
が
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
い

き
た
い
。

部
は
「
発
祥
の
地
」
で
地
理

的
に
町
の
中
心
。
南
部
や
中

部
か
ら
見
る
と
、
こ
こ
に
病

院
等
が
あ
れ
ば
良
い
の
で
は

と
思
う
。

　

都
市
再
生
整
備
計
画
を
立

て
た
時
か
ら
15
年
経
過
し
、

人
口
も
５
年
で
10
％
程
減

少
。
中
部
・
南
部
に
ど
の
く

ら
い
の
比
率
で
予
算
措
置
し

て
い
る
か
。

議
員　

総
事
業
費
は
令
和
４

年
ま
で
に
50
億
と
想
定
し
て

い
る
。
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
額
ま
で
計
画
通
り
執

行
さ
れ
て
い
る
。

　

50
億
と
い
う
推
計
は
、
新

町
通
り
が
約
10
億
強
。
関
連

予
算
で
プ
ラ
ス
20
億
。
こ
れ

に
加
え
、
地
理
的
な
マ
ッ
プ

か
ら
見
た
関
連
事
業
と
し
て

余
分
に
10
～
20
億
か
か
る
と

思
っ
て
い
る
。

町
長　

本
体
は
11
億
ベ
ー
ス

だ
が
、
人
件
費
や
労
賃
等
が

上
が
っ
て
い
る
の
で
、
多

少
増
え
る
可
能
性
あ
る
が
、

30
億
の
中
に
は
北
海
道
が
実

施
主
体
と
な
っ
て
い
る
街
路

整
備
事
業
が
10
億
含
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
、
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
中
央
団
地
建
替
え
は
、

住
宅
政
策
と
な
り
、
こ
れ
が

８
億
程
度
。
そ
れ
ら
を
引
く

と
、
11
億
か
ら
２
～
３
割

ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
こ
と
は

想
定
し
て
い
な
い
。

議
員　

計
画
的
に
実
行
し
、

国
・
道
か
ら
事
業
を
確
約
さ

れ
た
の
で
あ
れ
ば
止
め
る
わ

け
に
い
か
な
い
と
い
う
の
は

分
か
る
。
そ
れ
が
諸
刃
の
剣

で
、
政
治
の
柔
軟
性
や
時
代

応
じ
た
配
慮
・
変
更
・
英
断

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　

町
長
の
中
で
、
契
約
事
業

や
公
約
を
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
判
断
し
て
い
る
材

料
、
例
え
ば
予
算
的
な
も
の

や
財
政
的
な
も
の
が
あ
れ
ば

確
認
し
た
い
。

町
長　

都
市
再
生
整
備
事
業

は
別
だ
が
、
私
の
公
約
事
業

は
、
財
源
的
な
問
題
や
時
代

の
要
請
、
町
民
ニ
ー
ズ
を
鑑

み
、
実
施
で
き
な
い
も
の
・

し
な
い
方
が
い
い
も
の
を
整

理
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

町
全
体
の
予
算
に
つ
い
て

は
、
総
合
計
画
策
定
時
点
で

財
政
計
画
と
の
整
合
性
を
と

り
、
現
実
路
線
の
総
合
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

　

財
政
推
計
の
見
直
し
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
。
病
院
の

改
築
含
め
、
想
定
さ
れ
る
も

の
を
全
て
含
め
て
全
体
の
見

通
し
を
つ
け
る
。
そ
こ
に
地

方
債
や
国
の
交
付
税
が
ど
う

な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

くりやまぎかいだより№ 1637



介護学校定数削減へ
　１２月１２日行われた定例会で「栗山町立北海道介護福祉学校の募集定員を８０名２学級から４０名１学級へ縮減する」として提
案された「栗山町立北海道介護福祉学校設置条例の一部を改正する条例」について、担当である総務教育常任委員会へ審査を託すこ
とになり、審査を進めていました。
　担当である教育委員会や道社会福祉協議会など関係機関と意見交換を行い、３月４日の委員会で、常任委員会としての結論を決定、
３月１９日の定例会で委員会の決定を報告し、討論と採決、附帯決議を行いました。

　

教
育
長
、
介
護
福
祉
学
校

長
、
副
校
長
な
ど
か
ら
、
経

営
改
善
計
画
や
経
費
等
の
説

明
を
受
け
た
の
ち
、
議
員
か

ら
の
質
疑
を
行
っ
た
。　

解説

総務教育常任委員会へ付託
　提案された議案について詳しく検討するため、その内容を担当している常任委員会に議案の審査を
託すことを「付託する」と言います。

教
育
委
員
会

1/9
2/7 説

明
質
疑

参
考
意
見
聴
取

道
保
健
福
祉
部

道
老
人
施
設
協

1/16

８０人→４０人

　

北
海
道
保
健
福
祉
部
、
北

海
道
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

を
訪
問
し
、
道
内
の
介
護
人

材
養
成
・
確
保
の
現
状
と
対

策
や
老
人
福
祉
施
設
に
お
け

る
介
護
人
材
確
保
の
現
状
と

対
策
、
養
成
校
と
の
連
携
に

つ
い
て
意
見
聴
取
を
行
っ

た
。

　

少
子
化
の
影
響
で
学
生
全

体
が
減
っ
て
お
り
、
確
保
の

た
め
に
は
高
校
以
前
か
ら
取

組
み
が
必
要
。
し
か
し
、
有

資
格
者
が
い
な
い
と
施
設
が

成
り
立
た
な
い
現
状
も
あ

る
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

※三田源幸 議員については、委員長のため進行を行い、討議には加わっていません。

自
由
討
議

2/21
　

議
案
に
関
す
る
論
点
、

争
点
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
自
由
討
議
を
行
っ

た
。

解説

「自由討議」とは？
　議員同士が議案について十分に話し合うため、互いに意見を出して検
討することを「自由討議」といいます。
　通常、町担当者等への「質疑」や参考人からの意見聴取を行ったのち、
賛成・反対の立場を明らかにした「討論」により採決されます。

置田武司 議員

土井道子 議員

大西勝博 議員

藤本光行 議員

鈴木千逸 議員

　入学者増の対策は非常に難
しい状況。今後は、令和４年
度までの入学者数を見て、存
廃について判断しなければな
らない。

　経営改善計画の一環として
提案されている。町側は厳し
い現状を認識し、目標が達成
されなければ何かしら判断す
べき。

　開校から３０年経過
し役割を果たした。あ
る程度、「いつまでに
どうするか」という事
まで考えていかなけれ
ばならない。

　定数減については基
本やむを得ないが、経
営を考えた時、国や道
には財政的な支援を依
頼していかなければな
らない。

　学生確保について意見を聞
いてもらえなかったことが残
念。定数減については意味が
ないように感じる。

採
決
に
向
け
て
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三田源幸 議員



　

常
任
委
員
会
報
告

　

  

可
決
す
べ
き
と
決
定
、

　
　
　
　
　
　

附
帯
決
議

　

自
由
討
議
等
を
踏
ま
え
、

委
員
会
の
結
論
を
全
員
賛
成

で
「
可
決
す
べ
き
」
と
決
定
。

会議録 QR
※現在作成中の会議もありま

すが、順次更新されます。

委
員
会
採
決

結
論
を
決
定

3/5

解説

「附帯決議」とは？
　「決議」の種類のひとつ。
　「決議」は、政治的な効果をねらい、議会や委員会の
意思を対外的に表明するために行われる議決のことをい
います。「附帯決議」は、可決された案件に対し、事業
を執行する上での要望や留意事項を述べるために提出さ
れるものです。
　本町で「附帯決議」が行われたのは、今回が初めてです。

全員賛成で、
介護学校の定員削減が決定しました

　  ※全文は、議会ＨＰに掲載されている会議録をご覧ください。

結　果

【要旨】
　開校以来、町内をはじめ道内各地に優れた介護人材を供給してきた。また、学生
が町内に居住することによる経済効果や地域の活性化にも貢献してきた。
　しかし、平成２６年以後、急激に入学者数が減り続け、一般会計繰出金が増加す
る要因となり、「介護福祉学校あり方検討委員会」で改善策の検討が行われ答申が
出されたが、最も重要な学生確保対策に関して対策は見い出せていない。入学者数
の減少傾向については、少子化による新卒者減少や介護職に対する悪印象など、社
会的・経済的要因が大きく影響し、本町が解決できる範囲を超えている印象が強い。
　介護福祉学校は「福祉のまち栗山」のシンボルであり、一定の財政負担は理解で
きるものの、毎年度、基金を取り崩しながら予算編成を行っている財政状況におい
て、８，０００万円を超える繰り出しは町民の理解を得難いと考える。
　今回の条例改正は、町が示した経営改善計画の一つであるが、最も重要な学生確
保対策は、前例踏襲や成功体験を捨て徹底的に検証し、実効性の高い取り組みを求
める。
　計画では令和４年度学生数２学年８０名・一般会計から繰入金３，８９９万４千
円と推計している。超高齢社会を迎えるわが国において、介護福祉学校が持つ存在
意義は極めて大きく、将来にわたって存続を願うものであるが、令和４年度の状況
によっては、さらに踏み込んだ議論に進まなければならないことをよりいっそう強
く認識するところである。

くりやまぎかいだより№ 1639

議案第６９号
「栗山町立北海道介護福祉学校
設置条例の一部を改正する条例」

に関する附帯決議

総
務
教
育
常
任
委
員
会
が
附
帯
決
議
を
提
出

　

本
会
議
で
総
務
教
育
常
任
委
員
会
よ
り

附
帯
決
議
が
提
出
さ
れ
、
代
表
し
て
三
田

委
員
長
が
提
案
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。



3 月 3 日～ 19 日
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３月定例会

￥
補
正
予
算

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
３
３
７
５
万
３
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
93
億
８
５
０
万
８
千
円
と

し
ま
し
た
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
費　

　
　
　
　

２
１
２
万
９
千
円

▼
北
海
道
中
央
バ
ス
運
行
実

績
に
伴
う
民
間
路
線
バ
ス
維

持
負
担
金　

　
　
　
　

２
８
７
万
７
千
円

▼
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
代

理
納
付
シ
ス
テ
ム
等
使
用
料

及
び
決
済
手
数
料　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

24
万
円

▼
宮
城
県
角
田
市
災
害
復
旧

支
援
に
係
る
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
代
理
受
付　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

42
万
１
千
円

▼
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成　
　
　
　
　
　

30
万
円

▼
子
ど
も
発
達
・
療
育
支
援

事
業　
　
　
　

61
万
４
千
円

▼
子
ど
も
医
療
費
助
成　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

50
万
円

▼
障
が
い
児
通
所
等
給
付
費

　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

▼
未
熟
児
療
育
医
療
給
付
費

　
　
　
　
　
　
　
　

40
万
円

▼
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
法

改
定
に
伴
う
追
加　
　
　
　

　
　
　
　
　

２
７
３
０
万
円

▼
杵
臼
地
区
農
事
組
合
再
編

交
付
金　
　
　

18
万
９
千
円

▼
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
故
障

修
繕　
　
　
　

１
７
７
万
円

▼
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
教
育

事
業　
　
　
　
　
　

72
万
円

▼
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特

別
会
計
へ
繰
出
金
追
加

　
　
　

１
５
４
８
万
８
千
円

▼
職
員
時
間
外
手
当
追
加

　
　
　
　
　

１
３
０
０
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

２
１
２
万
９
千
円       

質

疑

千
葉
議
員　

職
員
の
時
間
外

手
当
補
正
の
内
容
は
。
12
月

定
例
会
で
も
職
員
の
時
間
外

手
当
の
補
正
が
あ
っ
た
。
前

回
の
補
正
の
際
に
、
も
っ
と

内
容
を
精
査
す
る
こ
と
が
必

要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

当
初
予
算

１
９
０
０
万
円
に
加
え
、
12

月
議
会
で
１
月
末
ま
で
の
予

定
額
で
１
９
０
０
万
円
補
正

し
た
。
以
後
、
２
～
３
月
分

の
た
め
新
た
に
お
願
い
す

る
。

　

業
務
の
主
な
内
容
は
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
販

売
事
務
、
保
育
料
無
償
化
に

係
る
事
務
、
時
間
外
勤
務
命

令
の
新
制
度
導
入
に
伴
う
事

務
、
予
算
編
成
に
関
す
る
事

務
、
窓
口
業
務
の
多
様
化
に

よ
る
事
務
量
の
増
加
に
よ
る

も
の
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
十
分

精
査
し
て
取
り
進
め
て
い

く
。

陳　

情

解説

　
　町政についての要望や意見
を議会に提出するものです。

「陳情」とは？

審
査
は
議
会
運
営
委
員
会
へ
付
託 

▼
陳
情
第
１
号

「
厚
生
労
働
省
に
よ
る
『
地

域
医
療
構
想
』
推
進
の
た
め

の
公
立
・
公
的
病
院
の
『
再

編
・
統
合
』
に
抗
議
し
、
地

域
医
療
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
」
採
択
を
求
め
る
陳
情

▼
陳
情
第
２
号

「
看
護
師
の
全
国
を
適
用
地

域
と
し
た
特
定
最
賃
の
新
設

を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
を

求
め
る
陳
情

▼
陳
情
第
３
号

「
介
護
従
事
者
の
全
国
を
適

用
地
域
と
し
た
特
定
最
賃
の

新
設
を
求
め
る
意
見
書
」
採

択
を
求
め
る
陳
情

【
要
旨
】

▼
陳
情
第
１
号

１
．
病
院
リ
ス
ト
と
「
再
検

証
」
に
つ
い
て
は
白
紙
撤
回

と
す
る
こ
と
。

２
．
国
の
責
任
で
地
域
住
民

が
医
療
を
受
け
る
権
利
を
保

障
す
る
施
策
を
強
め
、
財
政

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

▼
陳
情
第
２
号

１
．
看
護
師
の
賃
金
の
底
上

げ
を
は
か
り
、
安
全
・
安
心

の
医
療
・
看
護
体
制
を
確
保

す
る
た
め
に
、
全
国
を
適
用

対
象
と
し
た
看
護
師
の
最
低

賃
金
（「
特
定
最
低
賃
金
」）

を
新
設
す
る
こ
と
。

▼
陳
情
第
３
号

１
．
介
護
従
事
者
の
賃
金
の

底
上
げ
を
は
か
り
、
安
全
・

安
心
の
介
護
体
制
を
確
保
す

る
た
め
に
、
全
国
を
適
用
対

象
と
し
た
介
護
従
事
者
の

最
低
賃
金
（「
特
定
最
低
賃

金
」）
を
新
設
す
る
こ
と
。
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「民族共生象徴空間ウポポイ」　（公財）アイヌ民族文化財団提供
※本画像はイメージ図です。

介
護
福
祉
学
校
、
令
和
３
年
入
学
者
か
ら　

　
　
　
　

          
Ａ
Ｏ
入
試
制
度
*1
導
入
へ        

▼
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
の

授
業
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

学
生
確
保
強
化
策
と
し
て
、

令
和
３
年
入
学
の
学
生
募
集

か
ら
Ａ
Ｏ
入
試
制
度
を
導
入

す
る
た
め
の
改
正
。

▼
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

法
令
公
布
に
よ
る
改
正
。

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格

要
件
緩
和
に
伴
い
研
修
期
間

を
延
長
す
る
。

▼
デ
ジ
タ
ル
手
続
法
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に

関
す
る
条
例

法
令
公
布
に
よ
る
改
正
。

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ

る
行
政
手
続
等
の
利
便
性
向

上
・
行
政
運
営
簡
素
化
・
効

率
化
を
図
る
。

▼
高
齢
者
介
護
福
祉
金
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例令
和
２
年
度
の
介
護
保
険
料

軽
減
見
直
し
に
伴
い
、
介
護

福
祉
金
の
支
給
額
を
月
額

１
５
０
０
円
に
改
め
る
。

▼
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

低
所
得
者
の
第
１
号
保
険
料

軽
減
が
、
令
和
２
年
度
よ
り

強
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
関
係

規
定
を
改
め
る
。

▼
企
業
立
地
促
進
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

適
用
期
間
を
令
和
６
年
度
ま

で
５
年
間
延
長
す
る
。

▼
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

法
令
公
布
に
よ
る
改
正
。

消
費
税
引
き
上
げ
や
地
価
水

準
の
変
動
等
を
踏
ま
え
た
額

の
見
直
し
。

条　

例

解説

　AO 入試とは、志望校（志望学部・学科）に対する受験生の意欲や適性、将来的なのびしろ等
を評価する入試方法です。基本的には面接や小論文を通して学ぶことへの意欲や目的意識、人柄
や個性などを評価しますが、具体的な選考方法は学校や学部によってさまざまです。
　「AO」とは、Admissions Office の略で、各学校の入試先行事務局を指します。

*1　ＡＯ入試制度

賛
否
の
公
表

　栗山町議会の “ あり方 ” を定めた「議会基本条例」の
第４条第６項に「議会は、重要な議案に対する各議員の
態度を議会広報で公表する等、議員の活動に対して町民
の評価が的確になされるよう情報提供に努めるものとす
る」と定められています。

賛否の公表
解説

※
今
回
は
、
賛
否
が
分
か
れ

た
議
案
が
な
か
っ
た
た
め
、

掲
載
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

一
覧
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
載
せ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

第１回定例会
賛否の公表 QR

「
民
族
共
生
の
未
来
を

　
　

切
り
開
く
」
決
議

【
要
旨
】

　

ア
イ
ヌ
文
化
の
復
興
・
発

展
の
拠
点
と
し
て
ウ
ポ
ポ
イ

（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）
が

白
老
町
に
誕
生
す
る
。

　

先
住
民
族
ア
イ
ヌ
を
主
題

と
し
た
日
本
初
の
「
国
立
ア

イ
ヌ
民
族
博
物
館
」
等
か
ら

な
る
こ
の
施
設
は
、
道
内
各

地
の
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
の
取

り
組
み
や
食
・
観
光
等
の
多

様
な
魅
力
と
つ
な
げ
る
こ
と

で
、
国
内
外
へ
の
総
合
的
な

情
報
発
信
の
強
化
と
な
り
、

国
民
理
解
の
促
進
が
大
き
く

期
待
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
ウ
ポ
ポ
イ
開
設

を
機
に
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の

誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
が
図
ら
れ
、
北
海
道
が

魅
力
あ
る
大
地
で
あ
り
続
け

る
た
め
、
栗
山
町
民
の
協
力

を
得
て
「
民
族
共
生
の
未
来

を
切
り
開
く
」
決
意
を
こ
こ

に
表
明
す
る
。

決　

議

解説　政治的な効果をね
らい、議会や委員会
の意思を対外的に表
明するために行われ
る議決のことです。

「決議」とは？
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政務活動報告

　政務活動は、議員の政策調査研究等の活動です。すべての出張報告書や活動
に関係する領収書などは、議会ＨＰで公開しています。ここでは、平成３１

年度（令和元年度）の活動の一部を報告します。

政務活動費収支一覧

番号 議員氏名 交付決定額
支出内訳

支出金額 残額
研修費 資料購入費

1 藤本　光行 240,000 139,697 11,160 150,857 89,143

2 大西　勝博 240,000 140,577 45,090 185,667 54,333

3 友成　克司 240,000 177,524 68,072 245,596 0

4 佐藤　則男 240,000 283,500 2,500 286,000 0

5 土井　道子 240,000 222,710 45,610 268,320 0

6 佐藤　　功 220,000 139,644 22,782 162,426 57,574

7 千葉　清己 240,000 230,670 11,160 241,830 0

8 三田　源幸 240,000 80,237 33,804 114,041 125,959

9 齊藤　義崇 220,000 167,680 54,219 221,899 0

10 置田　武司 240,000 203,524 30,908 234,432 5,568

11 鈴木　千逸 220,000 138,776 84,525 223,301 0

12 鵜川　和彦 240,000 131,080 113,610 244,690 0

合　計 2,820,000 2,055,619 523,440 2,579,059 332,577

解説

「政務活動費」とは？
　議員の政策調査研究等の活動のために支給される費用です。本町では、月額 20,000 円（年額 240,000 円）が支給さ
れます。支給方法は後払い方式となっており、領収書や出張報告書など、規定の書類を提出することによって支給さ
れます。提出された領収書や出張報告書などは、議会ＨＰ等で公開されるほか、専門的知識を有する第三者（現在、
公認会計士）による監査が行われ、適正な支出と透明性を確保するための仕組みづくりを行っています。

政務活動報告 QR

（単位：円）

全
国
小
さ
く
て
も
輝
く

　
　   

自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム

群
馬
県
南
牧
村

　

南
牧
村
は
人
口
１
８
０
０

人
未
満
、
高
齢
化
率
60
％
と

日
本
一
高
齢
化
の
村
。
そ
の

小
さ
な
自
治
体
が
な
ぜ
輝
い

て
い
る
の
か
、
に
注
目
し
そ

こ
を
学
ぶ
こ
と
で
本
町
の
政

策
に
も
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参

加
し
た
。

　

南
牧
村
は
全
国
で
最
も
消

滅
の
可
能
性
が
高
い
と
言
わ

れ
た
が
、「
幸
齢
者
日
本
一

の
村
」
を
目
指
し
定
住
促
進

や
高
齢
者
介
護
・
福
祉
対
策

な
ど
を
積
極
的
に
取
り
組

み
、
流
入
人
口
が
流
出
人
口

を
上
回
る
成
果
も
生
ん
で
い

ま
す
。

　

取
り
組
み
事
例
の
紹
介
や

参
加
者
と
の
意
見
交
換
を
通

じ
て
、
地
域
の
特
徴
を
活
か

し
た
基
盤
産
業
の
育
成
や
地

域
内
で
お
金
を
循
環
さ
せ
る

仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
だ
と

改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
、
こ
の
経
験
を
活
か

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　   

報
告
者
　
佐
藤
功
議
員
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ギカイの見方 － 委員会レポート －

　総務教育常任委員会・産業福祉常任委員会・広報公聴常任委員会では、毎年それぞれが所管する
町政課題について調査を行っており、３月定例会で調査の報告が行われました。

　

平
成
30
年
９
月
６
日
に
起

き
た
「
胆
振
東
部
地
震
」
の

被
害
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
影

響
で
北
海
道
全
域
停
電
「
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
を
経
験

し
、
そ
の
後
今
ま
で
以
上
に

住
民
の
防
災
対
策
へ
の
関
心

が
強
ま
っ
た
。

　

指
定
避
難
所
の
停
電
対
策

に
関
し
て
、
非
常
用
発
電
機

の
計
画
的
な
設
置
や
小
型
移

動
発
電
機
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
苦
情
が
多
か
っ
た
情
報

の
連
絡
、
伝
達
方
法
に
つ
い

て
は
、
よ
り
良
い
方
法
を
検

総
務
教
育
常
任
委
員
会

▼
防
災
対
策
の

                  

実
態
に
つ
い
て

▼
地
域
医
療
の

                  

実
態
に
つ
い
て

▼
議
会
の
広
報
誌
の
編
集 

         

及
び
発
行
に
つ
い
て

▼
議
会
広
聴
の

　
　
　
　
実
施
に
つ
い
て

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

先
進
地
の
編
集
技
術
等
を

活
か
し
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
の

意
見
も
取
り
入
れ
、
町
民
が

手
に
取
っ
て
読
み
た
く
な
る

広
報
誌
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
と
す
る
。

　

議
会
報
告
会
で
は
、
ま
ち

が
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て

重
点
的
に
説
明
を
行
っ
た
。

　

今
後
、
こ
う
し
た
取
組
み

が
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
の
起

点
と
し
て
、
有
効
に
機
能
す

る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
調

査
、
研
究
を
進
め
る
。

討
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和
４

年
に
開
局
が
予
定
さ
れ
て
い

る
Ｆ
Ｍ
局
は
出
来
る
だ
け
早

期
の
開
局
が
待
た
れ
る
。

　

備
蓄
品
に
関
し
て
は
、
町

内
３
ヶ
所
に
分
け
様
々
な
物

が
備
蓄
さ
れ
て
い
る
が
、
今

年
に
入
っ
て
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
症
に
よ

る
、
マ
ス
ク
不
足
の
様
な
事

も
想
定
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
る
。
ま

た
、
台
風
19
号
に
よ
る
水
害

を
受
け
た
姉
妹
都
市
の
角
田

市
へ
の
職
員
派
遣
の
様
な
経

験
を
、
十
分
に
活
か
し
対
応

す
る
こ
と
を
望
む
。　

▼
建
設
事
業
の

　
　
　
　
実
態
に
つ
い
て

　

医
療
環
境
の
維
持
、
充
実

を
求
め
る
が
救
急
医
療
に
つ

い
て
は
一
部
、
十
分
に
機
能

し
て
い
な
い
点
も
見
受
け
ら

れ
る
。

　

栗
山
赤
十
字
病
院
改
築
等

検
討
委
員
会
で
医
師
確
保
や

財
政
負
担
等
を
総
合
的
に
考

慮
し
た
結
果
、「
栗
山
赤
十

字
病
院
の
改
築
・
改
修
」
が

望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
改
築
規
模
、
財

政
負
担
、
医
師
確
保
対
策
等

の
課
題
は
、
本
町
地
域
医
療

の
根
幹
に
か
か
わ
る
重
大
な

も
の
で
あ
り
、
丁
寧
な
住
民

説
明
と
栗
山
赤
十
字
病
院
と

の
合
意
の
中
で
速
や
か
に
方

針
を
示
し
、
南
々
空
知
の
中

核
病
院
と
し
て
役
割
を
果
た

す
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
重
大
な
関
心
を
持
っ
て

い
る
の
で
、
改
め
て
議
会
と

の
充
実
し
た
討
議
な
ど
を
望

む
。

　

国
庫
補
助
事
業
の
建
設
事

業
は
適
期
施
行
に
配
慮
し
た

事
業
採
択
を
要
請
し
、
町
単

独
事
業
は
可
能
な
限
り
地
元

企
業
及
び
地
場
産
業
の
振
興

の
た
め
栗
山
産
資
材
の
使
用

等
に
配
慮
し
た
発
注
を
望

む
。

　

上
下
水
道
は
、
町
民
の
基

本
的
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

り
、
順
次
、
点
検
・
更
新
し
、

長
寿
命
化
に
取
り
組
ま
れ
た

い
。



意
見
・
要
望
を
町
長
に
提
言

　
皆
さ
ん
の
声
を

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

鵜川議長から佐々木町長に提言書を手渡しました（３月２７日）

　

令
和
２
年
２
月
３
日
か
ら

10
日
の
日
程
で
、
町
内
全
12

会
場
で
開
催
し
た
議
会
報
告

会
に
は
、
２
８
３
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
主
な
町
政

上
の
課
題
、
議
会
活
動
、
議

員
の
な
り
手
問
題
に
つ
い

て
、
説
明
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
に
廃
止
が
決
定

し
た
栗
山
町
ス
キ
ー
場
に
つ

い
て
、
廃
止
決
定
の
経
過
を

報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２

年
連
続
で
無
投
票
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
議
員
選
挙
に
伴

い
、
議
員
の
な
り
手
問
題
に

つ
い
て
、
現
在
議
会
と
し
て

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
内

容
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

栗
山
赤
十
字
病
院
の
改
築

問
題
は
、
ま
ち
が
直
面
す
る

課
題
と
し
て
、
町
長
、
議
会

の
双
方
が
町
民
と
の
対
話
を

続
け
て
い
る
。

　

参
加
者
の
多
く
が
栗
山
赤

十
字
病
院
の
存
続
（
建
て
替

え
）
を
望
む
な
か
、
存
続
に

あ
た
り
広
範
に
わ
た
る
意
見

が
出
さ
れ
た
。
病
院
機
能
の

充
実
強
化
を
中
心
に
財
政
的

課
題
に
対
す
る
懸
念
等
が
多

く
み
ら
れ
た
が
、
特
徴
的
で

あ
っ
た
の
は
行
政
、
議
会
の

双
方
に
対
し
、
改
築
問
題
に

対
す
る
情
報
を
出
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
自
治
基
本
条
例

の
重
点
で
あ
る
情
報
公
開
と

共
有
、
そ
し
て
住
民
参
加
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、

病
院
改
築
問
題
と
い
う
本
町

に
と
っ
て
極
め
て
重
大
な
問

題
に
対
し
て
、
住
民
の
理
解

提
言
書
の
概
要

令和２年議会報告会

　

町
政
上
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
特
に
、
重
要
で
あ
る
日

赤
病
院
の
改
築
問
題
の
ほ

か
、
介
護
福
祉
学
校
の
存

続
、
栗
山
高
校
の
存
続
、
地

域
特
有
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
、
数
多
く
の
意
見
や
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
や
要
望
は

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
に
お

い
て
ま
と
め
を
行
い
、
提
言

書
と
し
て
、
鵜
川
和
彦
議
長

か
ら
佐
々
木
学
町
長
へ
手
渡

し
ま
し
た
。

　

行
政
や
議
会
か
ら
回
答
が

必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

次
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。

議会報告会 QR

提出した提言書や実
施結果（参加人数）、
当日配布した資料
は、議会ＨＰで公開
しています。

と
信
頼
を
得
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

　

今
後
、
基
本
構
想
の
策
定

に
ス
テ
ー
ジ
が
移
っ
て
い
く

が
、
人
口
減
少
と
い
う
難
し

い
局
面
の
な
か
、
よ
り
多
く

の
町
民
に
信
頼
、
期
待
さ
れ

る
南
々
空
知
の
中
核
病
院
と

し
て
相
応
し
い
構
想
と
な
る

よ
う
議
会
、
町
民
と
の
情
報

共
有
を
し
っ
か
り
と
行
う
こ

と
が
鍵
と
な
る
と
考
え
、
令

和
２
年
議
会
報
告
会
に
お
け

る
提
言
と
す
る
。

②
そ
の
他
、
地
域
課
題
等
に

　   

対
す
る
町
民
か
ら
の
発
言

①
栗
山
赤
十
字
病
院
の

　
　
　
　
　   

改
築
に
つ
い
て

●
介
護
福
祉
学
校
に
つ
い
て

　

栗
山
高
校
と
同
一
施
設
内

に
で
き
な
い
か
。
等

●
栗
山
高
等
学
校
に
つ
い
て

　

給
食
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
給
食
を
提
供
し
て
は
ど
う

か
。
等

●
そ
の
他

　

人
口
減
少
に
伴
い
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
策
を
練
っ

て
い
る
か
。
町
民
の
交
通
手

段
を
ど
う
す
る
の
か
。
タ
ク

シ
ー
会
社
が
減
に
な
る
と
困

る
。
等
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Ｑ
：
定
数
は
こ
れ
以
上
減
ら

さ
ず
、
選
挙
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
ほ
し
い
で
す
。

Ａ
：
現
在
、
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
報
酬
と
定
数
に

関
し
て
は
、
令
和
４
年
９
月

ま
で
に
結
論
を
出
す
予
定

で
、
活
動
は
有
識
者
か
ら
の

意
見
聴
取
と
可
能
な
限
り
町

民
と
対
話
し
、
考
え
て
い
き

ま
す
。

Ｑ
：
政
務
活
動
費
は
期
に

よ
っ
て
額
を
変
え
、
使
い
切

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

Ａ
：
議
会
に
は
議
員
平
等
の

原
則
が
あ
り
、
役
職
（
責

務
）
に
よ
っ
て
報
酬
に
差
異

を
設
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
政
務
活
動
費
は
議
員
が

活
動
に
必
要
な
経
費
を
公
平

公
正
に
支
給
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
、
期
に
よ
っ
て
額
を
変

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
使
い
切
る
こ
と
が

最
善
と
は
言
え
ず
、
必
要
に

応
じ
て
使
え
る
こ
と
が
肝
要

で
、
ど
れ
だ
け
政
策
提
案
や

行
政
監
視
に
結
び
つ
け
ら
れ

た
か
が
重
要
で
す
。

Ｑ
：
子
ど
も
の
視
点
を
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
す
た
め
、
子

ど
も
議
会
を
行
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

Ａ
：
近
年
、
主
権
者
教
育
と

し
て
、
小
中
学
校
や
高
校
と

連
携
し
、
子
ど
も
議
会
や
議

員
と
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に

考
え
る
ワ
ー
ク
等
の
取
組
み

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
議
会
で
も
、
小
中
学

生
や
高
校
生
、
介
護
福
祉
学

校
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
主

権
者
教
育
等
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
出
張
議
会
を
し
て
く
れ

れ
ば
見
学
し
や
す
い
で
す
。

Ａ
：
傍
聴
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
こ
と
は
重
要
で
す

が
、
議
場
以
外
の
場
所
で
行

う
こ
と
は
人
・
設
備
に
課
題

が
あ
り
難
し
い
状
況
で
す
。

議
場
で
の
傍
聴
が
難
し
い
場

合
は
議
会
ラ
イ
ブ
中
継
・
録

画
配
信
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
議
会
が
政
策
提
案
す
る

行
政
へ
の
意
見

議
会
へ
の
意
見

Ｑ
：
雨
煙
別
川
の
河
川
改
修

の
進
捗
状
況
を
知
り
た
い
で

す
。

Ａ
：
下
流
か
ら
雨
煙
別
橋（
旧

三
栗
線
）
ま
で
改
修
が
終
了

し
、
令
和
２
年
度
は
雨
煙
別

橋
か
ら
上
流
（
が
く
え
ん
橋

付
近
）
の
河
川
改
修
、
ホ
テ

ル
付
近
の
親
水
護
岸
、
が
く

え
ん
橋
架
換
、
管
理
用
道
路

の
舗
装
及
び
緑
橋
（
道
道
鳩

山
継
立
線
）
ま
で
の
一
部
調

査
設
計
と
用
地
買
収
補
償
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
空
家
問
題
に
つ
い
て
、

自
治
会
で
要
望
し
て
い
ま
す

が
、
答
え
が
な
い
で
す
。

Ａ
：
昨
年
６
月
に
文
書
で
回

よ
う
に
活
性
化
し
、
議
会
の

魅
力
づ
く
り
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

Ａ
：
議
員
研
修
や
政
務
活
動

費
を
活
用
し
て
資
質
向
上
に

努
め
、
道
外
政
務
調
査
や
常

任
委
員
会
先
進
地
視
察
な
ど

で
全
国
の
先
駆
的
事
例
を
調

査
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
や
調
査
結
果
を
議
員

間
討
議
や
常
任
委
員
会
活
動

で
活
か
し
、
本
質
的
な
政
策

提
言
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま

す
。
ま
た
、
議
員
・
議
会
活

動
が
魅
力
的
と
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
情
報
発
信
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

Ｑ
：
町
政
懇
談
会
と
変
わ
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と

議
員
個
人
の
意
見
が
聞
き
た

い
で
す
。

Ａ
：
議
会
報
告
会
は
、
議
会

活
動
の
報
告
・
説
明
と
町
政

に
関
す
る
情
報
提
供
、
議
会

活
動
や
町
政
に
対
す
る
意
見

等
を
聴
く
機
会
で
す
。
ま

た
、
議
会
が
決
定
し
た
経
過

等
を
重
点
に
説
明
し
、
こ
の

点
が
町
政
懇
談
会
と
違
う
点

で
す
。
個
人
の
意
見
は
述
べ

な
い
こ
と
に
し
て
お
り
、
今

後
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

答
し
て
以
来
、
動
き
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
個
々
の
状
況

は
個
人
情
報
を
含
む
た
め
、

回
答
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
動

き
が
あ
れ
ば
個
別
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

Ｑ
：
岩
見
沢
～
栗
山
入
口

２
３
４
号
線
の
桜
丘
の
空
家

対
策
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

Ａ
：
桜
丘
国
道
沿
い
の
老
朽

空
家
は
、
特
定
空
家
等
に
認

定
し
指
導
の
末
に
３
件
解
体

済
み
で
す
。
今
後
も
対
策
を

進
め
ま
す
。

Ｑ
：
南
学
田
３
号
線
、
万
世

橋
か
ら
排
水
溝
の
際
が
下

が
っ
て
い
る
た
め
、
補
修
し

て
ほ
し
い
で
す
。

Ａ
：
現
地
確
認
を
行
い
、
補

修
が
必
要
で
あ
れ
ば
雪
解
け

後
に
補
修
し
ま
す
。
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町政の
ここが聞きたい

７議員が一般質問

土井道子 議員
①魅力を高めるため積極的に情報発信しては           　　　  …　P21

齊藤義崇 議員

①地域医療の構想と理想像は　　　　　　　　　                 …　P20
②地域交通の整備方針は　　　　                                               …　P20

佐藤則男 議員
①外来生物による農業被害の調査と対策は  　  　　             …　P19

鈴木千逸 議員

①連動型事業別予算を取り入れては 　                                      …　P18
②栗山赤十字病院の整形外科の充実を　　　                         …　P18

千葉清己 議員
①ものづくりＤＩＹ工房事業の再検証を　　　                     …　P17

第１回定例会一般質問
録画配信 QR

佐藤　功 議員
①コロナ対策による休校期間の短縮やケアは　　　　　　…　P22
②ＦＭ放送局の運営体制等は　　　　　　　　　　　　　…　P22

置田武司 議員
①「関係人口」を今後のまちづくりに活用しては　　　　…　P23
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町
長　
「
テ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ

東
京
」
の
閉
店
に
つ
い
て

は
、
も
の
づ
く
り
Ｄ
Ｉ
Ｙ
工

房
導
入
支
援
業
務
委
託
事
業

者
、
富
士
通
株
式
会
社
北
海

道
支
社
よ
り
報
告
を
受
け
、

閉
店
に
至
っ
た
経
過
を
確
認

し
た
。

 　
「
テ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
東

京
」
は
、
同
社
の
１
０
０
％

出
資
に
よ
り
、
２
０
１
６
年

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、

当
初
よ
り
３
年
間
の
経
営
状

況
な
ど
を
み
て
次
の
展
開
を

判
断
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
昨
年
同
社
社
長
の
交

代
で
経
営
方
針
が
大
き
く
変

わ
り
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
な
ど

を
活
用
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
を
重
視
し
、
一
定
の

役
割
を
終
え
た
も
の
と
判
断

さ
れ
閉
店
に
至
っ
た
と
の
こ

と
。

　

本
事
業
着
手
当
初
、
同
社

よ
り
Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房
の
導
入
・

活
用
に
向
け
た
先
駆
的
事
例

の
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
を
受
け
事

業
を
進
め
て
き
た
。
国
内
で

の
事
前
調
査
、
分
析
、
各
関

係
者
の
意
見
な
ど
を
踏
ま

議
員　

令
和
２
年
度
の
町
政

執
行
方
針
に
「
も
の
づ
く
り

Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房
の
導
入
を
推
進

す
る
。」
と
あ
る
が
、
本
町

の
も
の
づ
く
り
Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房

の
原
型
で
、
富
士
通
が
全
額

出
資
し
た
「
テ
ッ
ク
シ
ョ
ッ

プ
東
京
」
は
こ
の
２
月
29
日

を
も
っ
て
閉
店
し
た
。

　

閉
店
の
理
由
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
民
間
施
設
な
の

で
利
益
が
上
が
っ
て
い
れ
ば

閉
店
す
る
こ
と
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。

　
「
テ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
東

京
」
は
東
京
の
六
本
木
エ
リ

ア
で
営
業
し
て
い
た
こ
と
か

ら
も
栗
山
町
の
目
指
す
「
も

の
づ
く
り
Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房
」
よ

り
は
る
か
に
多
く
の
利
用
者

が
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
４

年
足
ら
ず
で
閉
店
し
た
。

　

こ
れ
を
考
え
る
と
栗
山
町

の
「
も
の
づ
く
り
Ｄ
Ｉ
Ｙ
工

房
」
も
、
起
業
や
事
業
拡
大

を
目
指
す
人
材
育
成
と
い
う

事
業
の
目
的
か
ら
も
困
難
性

を
伴
う
こ
と
か
ら
再
検
証
す

べ
き
と
考
え
る
が
町
長
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

千葉清己 議員

Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房

Ａ：別なモデルを基に事業推進する

　Ｑ：事業の再検証を                  

昨年１０月、試行として小学校高学年向けのプログラミング講習が行われた

え
、「
テ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
東

京
」
の
よ
う
な
大
規
模
か
つ

ビ
ジ
ネ
ス
特
化
の
施
設
で
は

な
く
、
小
規
模
で
地
域
密
着

型
の
施
設
と
す
る
方
向
付
け

が
さ
れ
た
。

　

昨
年
、
担
い
手
と
し
て
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
。

「
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
鎌
倉
」
を
モ

デ
ル
に
、
も
の
づ
く
り
に
よ

り
地
域
課
題
を
解
決
す
る
と

い
う
観
点
で
事
業
を
推
進
し

て
い
く
。

くりやまぎかいだより№ 16317



                  

町
長　

現
在
、
栗
山
町
で
は

「
第
６
次
総
合
計
画
」
に
よ

る
計
画
事
業
と
、
そ
れ
以
外

の
一
般
事
業
と
に
区
分
し
、

各
事
業
単
位
で
予
算
編
成
を

行
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
議
会
に
提
出
す

る
予
算
書
、
決
算
書
は
地
方

自
治
法
に
基
づ
く
目
的
別
、

性
質
別
区
分
で
の
表
記
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

予
算
審
査
で
は
「
第
６
次
総

合
計
画
進
行
管
理
計
画
」、

決
算
審
査
で
は
進
行
管
理
計

画
を
ベ
ー
ス
と
し
た
主
要
施

策
の
成
果
表
な
ど
を
補
完
資

料
と
し
て
作
成
し
て
い
る
。

　

国
分
寺
市
な
ど
で
は
、
歳

入
歳
出
事
項
別
明
細
書
も
、

説
明
欄
に
よ
り
、
事
業
別
の

予
算
詳
細
を
表
記
し
て
い
る

事
は
把
握
し
て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
健
全
な
財

政
運
営
は
も
と
よ
り
、
財
政

の
透
明
性
を
高
め
る
事
が
重

要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
応

し
た
予
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修

な
ど
も
必
要
。
今
後
、
議
会

と
十
分
協
議
す
る
。

議
員　

議
員
研
修
で
、
連
動

型
事
業
別
予
算
の
有
効
性
に

つ
い
て
、
東
京
都
国
分
寺
市

を
も
と
に
解
説
い
た
だ
い

た
。
国
分
寺
市
で
は
、
予
算

書
・
決
算
書
・
事
業
報
告
書

ま
で
が
同
一
の
事
業
番
号
で

統
一
さ
れ
て
お
り
、
一
連
の

流
れ
が
可
視
化
・
共
有
化
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

議
会
で
の
予
算
・
決
算
審
議

の
上
で
政
策
の
過
程
や
今
後

予算が事業別でわかるようになっている（国分寺市）

Ａ：システム改修含め、今後協議する

予
算
・
決
算

   

Ｑ
：
整
形
外
科
充
実
を

　Ｑ：連動型予算書を取り入れては                   

栗山日赤

Ａ
：
改
築
含
め
検
討

議
員　

栗
山
赤
十
字
病
院
で

は
、
整
形
外
科
の
外
来
診
療

は
午
前
中
の
み
と
な
っ
て
お

り
、
不
便
を
感
じ
て
い
る
方

が
多
く
い
る
。
特
に
、
高
齢

化
率
40
％
に
迫
る
栗
山
町
で

午
後
の
診
療
を
要
望
す
る
声

を
多
く
聞
く
。

　

午
後
に
ゲ
ガ
を
し
た
場

合
、
公
的
病
院
で
あ
る
栗
山

赤
十
字
病
院
を
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
現
状
に
つ
い

て
、
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の

か
。
も
う
少
し
予
算
を
措
置

し
て
で
も
充
実
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長　

整
形
外
科
の
診
療
時

間
は
午
前
中
の
み
と
な
っ
て

い
る
が
、
本
町
は
町
内
診
療

所
で
対
応
出
来
な
い
整
形
外

科
の
入
院
機
能
等
に
経
費
の

一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

　

診
療
体
制
の
充
実
に
関
し

て
は
、
整
形
外
科
に
限
ら
ず

多
く
の
要
望
が
あ
り
、
医
師

確
保
の
問
題
等
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
栗
山
赤
十
字
病
院
と

協
議
を
行
い
、
本
町
の
地
域

医
療
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て

い
く
か
の
観
点
で
今
後
、
栗

山
赤
十
字
病
院
の
改
築
問
題

も
含
め
て
検
討
す
る
。

鈴木千逸 議員

の
予
算
に
つ
い
て
、
従
来
よ

り
効
率
的
・
効
果
的
な
調
査

が
可
能
と
な
り
、
結
果
と
し

て
、
町
民
の
利
益
に
つ
な
が

る
と
期
待
が
で
き
る
。

　

健
全
な
財
政
運
営
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、
効
率
よ
く

速
や
か
に
政
策
内
容
が
判
別

で
き
る
連
動
型
予
算
書
の
手

法
を
本
町
で
も
取
り
入
れ
た

い
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見

解
を
伺
い
た
い
。
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町
長　

外
来
生
物
で

あ
る
「
マ
ダ
ラ
コ
ウ

ラ
ナ
メ
ク
ジ
」
に
つ

い
て
は
、
近
年
、
日

本
で
も
発
見
さ
れ
、

北
海
道
に
お
い
て
も

広
く
生
息
が
確
認
さ

れ
て
お
り
本
町
で
も

一
部
地
域
で
生
息
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

農
作
物
の
影
響
で

あ
る
が
、
昨
年
町
内

農
業
者
よ
り
空
知
農

業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
空
知
南
東
部
支

所
に
、
軒
先
で
発
見

し
た
「
マ
ダ
ラ
コ
ウ

ラ
ナ
メ
ク
ジ
」
に
つ

い
て
の
相
談
が
１
件

あ
り
、
ナ
メ
ク
ジ
用

薬
剤
の
散
布
を
行

い
、
経
過
観
察
を
す

る
よ
う
指
導
が
行
わ

外
来
生
物

Ａ：現時点で特別な策は講じない

　Ｑ：農業被害の調査と対策は                  

栗山町で発見された、マダラコウラナメクジ（写真下）

佐藤則男 議員

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
キ
ノ
コ
栽
培
へ
の

小
規
模
な
被
害
も
確
認
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
他
の
農
業

被
害
・
相
談
に
つ
い
て
は
報

告
さ
れ
て
い
な
い
。

　

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

議
員　

マ
ダ
ラ
コ
ウ
ラ
ナ
メ

ク
ジ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産

で
日
本
で
は
２
０
０
６
年
に

茨
城
県
で
初
め
て
生
息
が
報

告
さ
れ
た
。
日
本
の
一
般
的

な
ナ
メ
ク
ジ
が
体
長
５
セ
ン

チ
程
な
の
に
対
し
、
最
大
で

15
セ
ン
チ
程
に
ま
で
成
長
す

る
。
成
人
男
性
の
指
先
か
ら

手
首
ま
で
に
至
る
ほ
ど
の
大

き
さ
で
、
鮮
や
か
な
ヒ
ョ
ウ

柄
の
模
様
が
特
徴
で
あ
る
。

　

調
査
に
よ
る
と
東
日
本
の

８
都
道
県
に
生
息
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
輸

入
さ
れ
て
き
た
植
物
や
農
作

物
に
ナ
メ
ク
ジ
の
卵
が
つ
い

て
日
本
に
上
陸
し
た
と
い
う

説
が
有
力
で
あ
る
。
体
が
大

き
い
分
食
べ
る
量
も
多
く
農

作
物
へ
の
被
害
が
懸
念
さ
れ

る
。

　

栗
山
で
も
被
害
に
遭
わ
れ

て
い
る
方
が
い
る
。
被
害
が

拡
大
し
な
い
様
に
、
調
査
を

し
て
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

は
、
空
知
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
空
知
南
東
部
支
所
及

び
そ
ら
ち
南
農
協
よ
り
、
農

作
物
へ
の
付
着
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
、
一
般
的
な
農
産
物

へ
の
防
除
対
策
と
同
様
の
指

導
・
対
応
を
行
う
旨
の
報
告

を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
現
時
点
で
は
、
町
と
し

て
特
別
な
調
査
及
び
対
策
を

講
じ
る
考
え
は
な
い
が
、
今

後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
て

対
応
し
て
い
く
。

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して
載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています
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齊藤義崇 議員

町
長　

来
年
度
早
期

に
「
栗
山
町
病
院
整

備
方
針
」
を
決
定

し
、
基
本
構
想
計
画

の
策
定
に
着
手
し
て

い
く
。
本
町
が
担
う

べ
き
地
域
医
療
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、

急
性
期
の
患
者
を
２

次
医
療
圏
の
医
療
機

関
へ
と
繋
ぎ
、
在
宅

復
帰
に
向
け
た
医
療

提
供
や
救
急
医
療
体

制
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
近
隣
市
、

町
と
の
医
療
機
能
の

議
員　

本
町
で
は
、
栗
山
赤

十
字
病
院
の
建
物
老
朽
化
に

加
え
て
、
巷
で
も
地
域
医
療

体
制
の
再
構
築
が
必
要
で
あ

る
と
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

１
月
末
に
は
、
改
築
等
検
討

委
員
会
よ
り
、
改
築
・
改
修

が
最
も
望
ま
し
い
と
の
答
申

を
受
け
、
議
論
が
加
速
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

南空知医療の中核を担う栗山赤十字病院

Ａ：安全・安心な医療環境を基本

地
域
医
療

　Ｑ：構想と理想像は                   

議
員　

本
町
で
は
、
通
園
・

通
学
を
は
じ
め
高
齢
者
な

ど
、
町
営
バ
ス
や
ハ
イ
ヤ
ー

運
行
が
な
け
れ
ば
、
日
常
生

活
は
成
り
立
た
な
い
。

　

現
在
は
町
営
バ
ス
が
民
間

の
力
を
借
り
て
８
路
線
を
運

行
、
夕
鉄
・
中
央
バ
ス
が
３

路
線
を
、
２
社
が
ハ
イ
ヤ
ー

を
運
行
し
、
町
内
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
町
に
お
け
る

今
後
の
交
通
網
の
整
備
方
針

と
、
運
行
数
や
予
算
、
そ
れ

に
伴
う
町
民
負
担
に
つ
い

て
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

町
長　

人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
利
用
者
の
減
少
な
ど
、

地
域
公
共
交
通
を
取
り
巻
く

社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
単
に
現
状
路
線
の

維
持
だ
け
で
は
な
く
、
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
を

一
体
的
に
形
づ
く
り
持
続
さ

せ
て
い
く
か
が
重
要
で
あ

り
、
今
後
、
令
和
３
年
度
に

新
た
な
地
域
公
共
交
通
計
画

の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

併
せ
て
、昨
年
実
施
し
た「
バ

ス
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
の
意
見
等
も
踏
ま
え
令
和

４
年
度
か
ら
新
た
な
運
行
体

制
に
向
け
、
作
業
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
町
民
負
担
の

面
を
含
め
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
を
行
い
な
が
ら
、
町
民

生
活
の
大
切
な
移
動
手
段
を

確
保
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

南
空
知
１
市
４
町
の
人
口

は
約
４
万
５
千
人
、
総
面
積

は
１
３
５
０
㎢
で
、
第
２
次

医
療
圏
４
市
５
町
の
人
口
の

25
％
、
面
積
で
50
％
を
占
め

る
。
夕
張
市
・
由
仁
町
か
ら

の
来
院
者
も
多
い
、
栗
山
赤

十
字
病
院
の
果
た
す
役
割
は

大
き
い
。

　

そ
こ
で
、
地
域
医
療
の
構

想
と
理
想
像
に
つ
い

て
、
町
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

分
化
と
連
携
を
図
り
南
空
知

の
拠
点
病
院
と
し
て
、
地
域

密
着
型
の
医
療
提
供
が
重
要

で
あ
り
、
安
全
・
安
心
な
医

療
環
境
を
基
本
に
病
院
整
備

を
目
指
す
。

   

Ｑ
：
整
備
方
針
は

                  
地域交通

Ａ
：
新
計
画
策
定
予
定
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魅
力
増
進

Ａ：HP 等活用し効果的に発信する

　Ｑ：積極的に情報発信しては                  

議
員　

こ
れ
ま
で
に
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
報
道
、
栗
山
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
栗

山
町
民
と
関
わ
れ
る
こ
と
を

大
切
に
思
っ
て
き
た
。

　

く
り
や
ま
老
舗
ま
つ
り
や

匠
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

等
に
携
わ
る
人
た
ち
の
一
生

懸
命
さ
に
胸
が
熱
く
な
る
思

い
を
何
度
も
経
験
し
て
い

る
。

　

最
近
、
女
性
た
ち
の
集
ま

り
の
な
か
か
ら
、
栗
山
町
は

素
晴
ら
し
い
け
れ
ど
、
こ
ん

な
点
が
よ
く
な
っ
た
ら
も
っ

と
住
み
や
す
く
働
き
や
す
い

の
で
は
と
い
う
声
を
聞
く
こ

と
が
あ
っ
た
。
若
い
人
や
子

育
て
中
の
人
た
ち
が
、
栗
山

町
に
住
み
た
い
、
働
き
た
い

と
思
え
る
よ
う
に
、
そ
し
て

そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
栗
山
町
の
魅
力
が
さ

ら
に
高
ま
っ
て
い
け
る
よ

う
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
、

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

①
家
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
探

す
人
に
、
学
校
や
保
育
施

設
、
病
院
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

暮
ら
し
に
必
要
な
情
報
を
記

し
た
地
図
を
Ｈ
Ｐ
で
提
供
。

②
求
人
希
望
の
企
業
や
商
店

ま
た
学
生
の
就
活
者
の
た
め

に
、
栗
山
町
移
住
の
助
成
制

度
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
。

③
こ
れ
ら
の
情
報
を
わ
か
り

や
す
い
冊
子
に
し
て
、
図
書

館
や
栗
夢
プ
ラ
ザ
な
ど
町
内

の
施
設
に
設
置
し
て
は
。

図書館にはパンフレットがまとめられたファイルが設置されている

町
長　

①
町
Ｈ
Ｐ
の
リ
ン
ク

先
で
あ
る
、
く
り
や
ま
移
住

促
進
協
議
会
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、

地
図
記
載
の
あ
る
移
住
・
定

住
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
く
り
や

ま
さ
と
や
ま
ら
い
ふ
」
や
、

「
栗
山
町
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
の
閲
覧
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

②
若
者
が
栗
山
町
内
に
就

職
、
居
住
す
る
際
に
受
け
ら

れ
る
支
援
制
度
と
し
て
は
、

若
者
移
住
促
進
事
業
と
、
今

年
度
創
設
し
た
「
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
等
奨
学
金
返
済
助
成
事

業
」
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
は
、
町
広

報
や
Ｈ
Ｐ
に
よ
り
周
知
を
し

て
い
る
ほ
か
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

等
奨
学
金
助
成
制
度
に
つ
い

て
は
、
道
内
の
大
学
・
専
門

学
校
等
に
対
し
、
ポ
ス
タ
ー

等
を
送
付
し
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
。

　

な
お
、
町
内
企
業
等
に

は
、
家
賃
助
成
を
受
け
ら
れ

る
「
若
者
移
住
促
進
事
業
」

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
も
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用
し
、
効
果
的
に

進
め
る
予
定
。

③
既
存
の
子
育
て
支
援
策
等

を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
、
今
後
、
図
書
館
や
栗

夢
プ
ラ
ザ
な
ど
の
各
施
設
に

も
設
置
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
冊
子
の
設
置
だ
け

で
な
く
、
各
年
齢
層
に
応
じ

た
、
効
果
的
な
周
知
方
法
に

よ
り
、
情
報
発
信
を
進
め

る
。

土井道子 議員



　Ｑ：休校期間短縮やケアは                   

Ａ：保健所と連携し慎重に進める

コ
ロ
ナ
対
策

議
員　

本
町
は
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
対
し
て
、い
ち
早
く「
対

策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
３

月
広
報
で
町
民
に
そ
の
状
況

を
周
知
し
、
３
月
５
日
時
点

で
栗
山
町
で
の
感
染
者
の
報
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教
育
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、
北
海
道
教
育
委
員
会

か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
本

町
の
小
中
学
校
を
２
月
27
日

か
ら
３
月
４
日
ま
で
を
臨
時

休
校
と
し
た
。

　

さ
ら
に
内
閣
総
理
大
臣
の

発
表
を
受
け
た
北
海
道
教
育

委
員
会
か
ら
の
要
請
に
よ

り
、
３
月
25
日
ま
で
臨
時
休

校
を
延
長
し
た
。

①
休
校
期
間
短
縮
の
考
え

は
、
現
段
階
で
は
な
い
。

②
保
護
者
に
対
し
て
学
年
通

信
の
配
付
や
電
話
で
健
康
状

況
の
把
握
に
努
め
る
。

③
休
校
期
間
中
に
行
う
復
習

プ
リ
ン
ト
を
郵
送
し
て
い

る
。

佐藤功 議員

  　
Ｑ
：
運
営
体
制
は

                  
ＦＭ放送

Ａ
：
準
備
す
す
め
る

議
員　
「
栗
山
町
第
６
次
総

合
計
画
」
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
放
送
局
を
令
和
４
年
度

に
開
局
し
、
災
害
時
の
情
報

伝
達
手
段
と
し
て
活
用
す
る

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

30
年
９
月
議
会
で
、
開
局
に

合
わ
せ
て
「
緊
急
防
災
携
帯

ラ
ジ
オ
」
を
無
償
配
布
す
る

と
あ
っ
た
。

　

開
局
ま
で
の
流
れ
と
そ
の

後
の
運
営
体
制
及
び
行
政
の

関
わ
り
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
は
。

町
長　

今
年
度
は
、
す
で
に

開
局
し
て
い
る
岩
見
沢
市
や

ニ
セ
コ
町
な
ど
の
運
営
状
況

や
放
送
内
容
に
つ
い
て
研
修

し
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
に
は
構
想
を

策
定
し
、
町
民
や
町
内
企
業

な
ど
へ
の
説
明
を
行
い
、
放

送
局
の
運
営
組
織
設
立
に
向

児童・生徒保護者には、臨時休校延長の通知が配布された

告
は
な
い
。

　

そ
う
し
た
中
、
道
内
で
は

臨
時
休
校
期
間
短
縮
等
の
検

討
を
始
め
る
自
治
体
も
あ

る
。
小
中
学
校
の
長
期
臨
時

休
校
に
つ
い
て
教
育
長
の
見

解
は
。

け
た
準
備
を
進
め
る
。

　

令
和
３
年
度
に
は
運
営
組

織
に
な
る
法
人
を
設
立
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
の
免

許
取
得
を
進
め
る
。
ま
た
放

送
施
設
整
備
の
実
施
設
計
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

　

令
和
４
年
度
に
は
、
放
送

局
を
開
局
す
る
予
定
で
、
あ

わ
せ
て
緊
急
時
に
自
動
で
起

動
す
る
ラ
ジ
オ
の
配
布
も
行

う
。

①
３
月
25
日
ま
で
と
し
て
い

る
休
校
期
間
短
縮
の
考
え

は
。

②
卒
業
や
進
級
・
進
学
の
時

期
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

心
の
ケ
ア
が
必
要
と
考
え
る

が
。

③
児
童
・
生
徒
の
学
習
指
導

は
。
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町
長　
「
栗
山
町
第
６
次
総

合
計
画
」
及
び
「
栗
山
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
移

住
・
定
住
人
口
や
交
流
人
口

の
拡
大
を
推
進
し
て
き
た
。

ま
た
、
関
係
人
口
に
関
し
て

も
、
暮
ら
し
体
験
事
業
や
ク

リ
エ
イ
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
開
設
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
推
進
な
ど
、
本
町
に
関

心
を
持
ち
、
１
人
で
も
多
く

の
栗
山
フ
ァ
ン
を
獲
得
で
き

る
よ
う
、
様
々
な
取
組
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
。
令
和
２

年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
を
着
実
に
推
進
し

つ
つ
、
新
た
に
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
や
シ
テ
ィ
ー
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
積
極

的
な
展
開
な
ど
、
く
り
や
ま

関
係
人
口

Ａ：様々な分野での活用を図る

　Ｑ：今後のまちづくりへ活用を                  

議
員　

過
疎
化
や
少
子
高
齢

化
が
、
予
測
を
超
え
た
ペ
ー

ス
で
、
進
行
し
て
い
る
。
一

極
集
中
へ
と
地
方
か
ら
人
口

の
吸
収
、
人
口
減
少
が
加
速

し
、
よ
り
過
疎
が
深
刻
化
す

る
現
実
が
あ
る
。

　

地
方
創
生
の
政
策
の
中
で

「
関
係
人
口
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。「
関
係
人
口
」
と
は
移

住
し
た
「
定
住
人
口
」
で
も

な
く
、
観
光
に
来
た
「
交
流

人
口
」
で
も
な
い
、「
地
域

や
地
域
の
人
々
と
多
様
に
関

わ
る
人
々
」
を
指
す
。「
ふ

る
さ
と
」
に
思
い
を
寄
せ
る

地
域
外
の
人
材
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
地
域
貢

献
す
る
人
材
が
「
ふ
る
さ

と
」
と
の
関
わ
り
を
深
め
、

地
域
創
生
に
効
果
を
上
げ
て

い
る
。
第
２
期
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
戦
略
」
に
、

多
く
の
自
治
体
が
「
関
係
人

口
」
の
関
連
施
策
を
盛
り
込

も
う
と
し
て
い
る
。

　

移
住
、
交
流
に
新
た
な
切

り
口
の
「
関
係
人
口
」
が
、

地
方
の
ま
ち
づ
く
り
の
新
し

関係人口拡大のため、東急ハンズへの出展も行った

ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
た
関
係

人
口
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。

　

移
住
、
交
流
の
新
た
な
切

り
口
で
あ
る
関
係
人
口
は
、

地
方
創
生
に
向
け
て
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
の
１
つ
で
あ

り
、
地
方
移
住
の
裾
野
の
拡

大
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ

る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
多
く

置田武司 議員

い
戦
略
と
し
て
、
成
果
、
効

果
が
期
待
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。

　

執
行
方
針
に
も
あ
る
、「
関

係
人
口
」
を
今
後
の
「
ま
ち

づ
く
り
」
に
よ
り
幅
広
い
分

野
で
活
か
し
て
い
く
か
、
町

長
の
見
解
を
伺
う
。

議会中継をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索

の
方
が
本
町
へ
の
関
り
を
深

め
、
そ
の
つ
な
が
り
を
継
続

し
て
い
け
る
仕
組
み
づ
く
り

を
検
討
し
つ
つ
、
様
々
な
分

野
で
の
活
用
を
図
り
な
が

ら
、
移
住
・
定
住
人
口
や
交

流
人
口
施
策
と
合
わ
せ
た
、

総
合
的
な
人
口
減
少
対
策
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。



６月定例会の開会日

月　　 日～６ 23
議会の予定

議会の予定は変更になる場
合があります。議会事務局
または議会ホームページで
ご確認ください。

議会に行こう！
は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さん
の選んだ議員の活動や町
政の方針などを、ぜひご
覧ください。
会議当日の受付で傍聴で
きますので、役場旧庁舎
３階の傍聴席入口までお
越しください。

傍聴
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ひ と こ と
さいとう　  たかひろ

　「羊と日本人」　　　　　　　　    　　
　　　　   斉藤　隆浩 さん（共和）

表紙の一枚！

     

マ
マ
は
、
お
仕
事
に
行
っ
て
る
よ
！

　
　
　
　

あ
そ
ん
で
も
ら
っ
て
た
の
し
い
な

　　　　　　　
　
　
　
　
　
　
　
　

撮
影　

土
井
道
子

　
　
　

 （
場
所
：
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
）

　

　羊は９月頃種付けをして翌年２月末から出産が始まり３月に
ピークを迎え４月まで続く。この文章を書いている日（３月２３
日）今がまさに出産ラッシュである。
　羊は人が見ていない隙（スキ）を狙って出産する。日が落ちて
暗くなった夜や早朝、お昼休みで家に戻った時など。夜間や人が
見ていない隙（スキ）に産むのは外敵から身を守るための野生の
勘なのだろうか？
　羊は陣痛で苦しむ様子をほとんど見せない。産む直前まで普通
に群れで過ごし普通に歩きまわり普通にえさを食べる。だから人
間は羊の陣痛に気づかないのだ。まだ大丈夫だと思ってお昼休憩
で家に戻り午後から羊の様子を見に行くと産んでいたりする。さ
ぞ痛かっただろうに産んだ母羊は素知らぬ顔で赤ちゃん羊を舐め
ている。
　赤ちゃん羊は産まれてすぐに立ち上がりお母さん羊の母乳を飲
む。出産は羊を飼育していて最も強く生命力の強さを感じる瞬間
だ。子羊は一カ月程度で母乳をやめて牧草やエサを食べ始め一年
も経つと立派な羊になるのである。
　羊の忍耐強さと日本人の忍耐強さは似ていると思う。
　東日本大震災の復興ボランティアや胆振東部地震を経験してい
るが、被災し生活が不自由になっても暴動が起きた話など聞いた
ことがない。長い列にちゃんと並び、弱者がいれば譲り合い、支
えあい、そして皆笑っているのである。
　こんなに忍耐強い国民が世界にいるだろうか。
　コロナウイルスが猛威を奮っているがこの難局も日本人なら必
ず乗り切ると信じている。
　ちょっと強引に羊と人間を結び付けてみた。

ホームページ QR

6 月 19 日（金） 議会運営委員会

23 日（火） 第３回議会定例会

～ 26 日（金）

　※全て 9時 30 分開会予定です


